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■コース
・獣医・理数コース
・総合進学コース
・フードクリエイトコース
・トップアスリート健康コース
・機農コース（全寮制）

■高大連携授業（獣医・理数コース）
・大学研究：「獣医学研究」 臓器別授業
・課外事業：2018年度から 「耐性菌を知り、そして対策を考えよう！」

松本麻佑選手 山本智大選手



2019年度 酪農学園大学高大連携課外授業

耐性菌を知り、そして対策を考えよう！

酪農学園大学 動物薬教育研究センター

田村 豊



2019年度授業計画
１．高校教員による概要説明
２．生徒による薬剤耐性に関する事前学習
３．大学教員による講義（3時間）
４．大学教員と学生による実習（2日間）
５．生徒による問題点および論点の抽出と整理
６．生徒によるとりまとめ（スライド原稿の作成）
７．全校生徒に対するプレゼンテーション
８．英文ポスターの作成
９．北海道インターナショナルサイエンスフェアでポスター発表予定
１０．研修旅行で琉球大学理学部で発表予定



講義内容
１．抗菌薬とは何か？
２．抗菌薬の歴史（ペニシリンの発見と雪印乳業での製造）
３．動物に使用される抗菌薬（医薬品と飼料添加物）
４．抗菌薬の使用量
５．耐性菌とは何か？
６．耐性菌はなぜ蔓延するのか？
７．耐性菌をめぐる国際情勢
８．抗菌薬対策アクションプラン
９．One Healthとは？
１０．家畜由来大腸菌における耐性率の推移
１１．伴侶動物における耐性菌の現状
１２．環境における抗菌薬と耐性菌の現状
１３．耐性菌対策の現状
１４．抗菌薬の慎重使用とは？



実習編
テーマ： 耐性菌を知り、耐性菌を実感しよう。

目的：
（１）身近な材料から耐性菌を探そう。
（２）大まかな菌種を推定しよう。
（３）デイスク拡散法の原理を知ろう。
（４）トイレでの手の汚れを知ろう。

TC含有培地 ディスク拡散法



実験 3 トイレットペーパー通過実習

トイレットペーパーを通過した大腸菌

目的：大腸菌がトイレットペーパー何枚を通過するか
を知り、耐性菌対策の重要性を認識する

方法：
・NA培地上に大腸菌の液体培養菌液1ml注ぐ
（おしりのモデル）
・グローブを履いた指に高校で使用するトイレット紙を
各人5,10,15,20枚を巻く
・大腸菌を注いだNA培地に押し付け、トイレット紙を
捨てる
・大腸菌選択培地上に指を擦る
・37℃で一昼夜培養
・大腸菌の発育を観察

耐性菌対策における手指衛生の重要性
を認識する



高校生による抗菌薬の適正使用アンケート調査

■目的：抗菌薬の適正使用に関する認知度を明らかにする
■調査対象：酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校

生徒（1~3年生）：576名
保護者と教員：274名 合計850名

■実施日： 生徒 2019年9月10日
保護者と教員 2019年9月10日～13日

■方法： 生徒 学習記録アプリClassiで配信し、アンケート用紙
を回収

保護者と教員 学習記録アプリClassiで配信
■企画・集計： 獣医・理数コースの生徒
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Q1.抗生物質がどのようなもの
か知っていますか？
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Q2.カゼやインフルエンザに抗
生物質は効くと思いますか？
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Q3.必要のない時に抗生物質
を使用すると効かなくなることが
あると思いますか？
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Q4.自宅に保管していた抗
生物質を自分で使ったり、
他人にあげたことはあります
か？

高校生による抗菌薬の適正使用アンケート結果
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Q5.自分の判断で抗生物質の量
を減らしたり、途中でやめたことは
ありますか？

Yes
No

（％） （％）
（％）

（％）
（％）



高校生による普及啓発活動
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